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環境意識の高まりや国・自治体の補助金制度で、太陽光発電システムや電気・ガス

の高効率な給湯機が注目されています。 

環境には優しい商品ですが、「事実と違う説明で契約したので解約したい」「よく考える

と高額なので解約したい」などの相談が寄せられています。 

 問題点としては、①売電収入について過剰な説明や、売電制度について不正確な

説明をする ②補助金の受給には条件があり、条件を満たしていない場合でも補助金が

受けられると説明する ③補助金募集件数に限りがある、今ならモニター価格で値引き

する、工事費は無料などとお得感を強調して契約を急がせる ④訪問販売での契約な

のにクーリング・オフはできないと説明する、などがあります。補助金や売電収入がある

としても、高額な設置費用の回収には長い時間がかかります。 

 業者の説明をうのみにして安易に契約しないよう、心がけましょう。 


